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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

アクチグラフを使用 して、従 来質問紙法でしか評価で きなかった統合失調症の陰性症状と陽性症状 の定量的

評価と比較を試みた。

【対象】

単科精神病院の療 養型病 棟に入院中の慢 性期統合失調症患者で同意を得た計34例 に対 して、包括的精神

病理評価 尺度(CPRS)の 陽性症状 と陰性症状のサプスケールでそれぞれ5項 目を0～3点 、計15点 満点で評価し、

陽性症状サプスケールで8点 以上を高陽性症状群n=11、 陰性症状サブスケールで8点 以上を高陰性症状群

n=10、 その他を中間群n=13と し3群 を比較した。3群 間の入 院期間、投与薬物量に優位差はない。

【方法1

マイクロミニ型アクチグラフを被 験 者の利 き腕 反対 側に装 着 し午 前11時 か ら翌午 前11時 までの間

ZCM-modeでepochtimeを1minと し活動量を測定、3群 問での差異を検討 した。

【結剰

覚醒期において測定結果 を10分 毎に平均 しグラフ化すると高陰性 症状群では、高陽性 症状群 と比較 して、

グラフ波形が不連続であ り時に突然活動が0と なる時間が存在し、波形上櫛型に形容 され るグラフが示 された。

次に、 グラフの不連続性をみるため10分 毎で平均した活動量の標準偏差、活動の制止を示す活動量が0と

なる度数を計算 し、3群 問で比較した。標準偏差については、高陰性 症状群のほうが、陽性症状群より大 きく

(t=5.307p<0,001)、 ぱらつ きが優位に大 きかった。 また0度 数については、陰性症状群のほうがその度数が

大 きく(t=7232p〈0.001)、 活動と制止が突然、交互 に出現 していることが示唆 された。中間群 と高陰性症状群、

中間群と高陽性症状群との比較では、標準偏差、0度 数ともに優位差はなかった。

【考察】

高陰性症状群では高陽性 症状 群と比較し、活動がスムーズに進 まず、突然の制止と突発的な活動を繰 り返し

ていることを定量化した。Frith.CDら は陰性症状 の病態を認知行動学的に、自発的活動の貧窮化と外的刺激

に対する反応性の抑制欠如の2つ の過程を仮定したがアクチグラフの測定はそれを支持するものであった。統合

失調症患者には活動と制止において行動学的な精神病理があり、社会的な生活に適応できず、非生産的な生

活を余儀なくされていることを客観的な定量化 に基づき評価することがで きた。 今後 はアクチグラフを用いるこ

とにより、慢性期統合失調症に対するリハビリテーションの効果判定などへの応用も期待できる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

目 的 ア ク チ グ ラ フ を 使 用 し て 従 来 質 問 紙 法 で し か 評

価 で き な か っ た 統 合 失 調 症 の 陰 性 症 状 と 陽 性 症 状 の 定 量

的 評 価 と 比 較 を 試 み た

対 象 単 科 精 神 病 院 の 療 養 型 病 棟 に 入 院 中 の 慢 性 期 統 合

失 調 症 患 者 で 同 意 を 得 た 計34例 に 対 し て 包 括 的 精 神

病 理 評 価 尺 度(CPRS)の 陽 性 症 状 と 陰 性 症 状 の サ ブ ス

ケ ー一ル で そ れ ぞ れ5項 目 を0～3点 計15点 満 点 で 評 価 し

陽 性 症 状 サ ブ ス ケ ー ル で8点 以 上 を 高 陽 性 症 状 群n=11

陰 性 症 状 サ ブ ス ケ ー ル で8点 以 上 を 高 陰 性 症 状 群n=10

そ の 他 を 中 間 群n=13と し3群 を 比 較 し た3群 問 の 入 院

期 間 投 与 薬 物 量 に 優 位 差 は な い

方 法 マ イ ク ロ ニ 型 ア ク チ グ ラ フ を 被 験 者 の 利 き 腕 反

対 側 に 装 着 し 午 前11時 か ら 翌 午 前11時 ま で の 間ZCM・mo

deでepochtimeを1minと し 活 動 量 を 測 定3群 間 で の 差

異 を 検 討 し た

結 果 覚 醒 期 に お い て 測 定 結 果 を10分 毎 に 平 均 し グ ラ

フ 化 す る と 高 陰 性 症 状 群 で は 高 陽 性 症 状 群 と 比 較 し て

グ ラ フ 波 形 が 不 連 続 で あ り 時 に 突 然 活 動 が0と な る 時 間

が 存 在 し 波 形 上 櫛 型 に 形 容 さ れ る グ ラ フ が 示 さ れ た

次 に グ ラ フ の 不 連 続 性 を み る た め10分 毎 で 平 均 し た

活 動 量 の 標 準 偏 差 活 動 の 制 止 を 示 す 活 動 量 が0と な る

度 数 を 計 算 し3群 間 で 比 較 し た 標 準 偏 差 に つ い て は

高 陰 性 症 状 群 の ほ う が 陽 性 症 状 群 よ り 大 き く(t=5.307

p<0.001)ば ら つ き が 優 位 に 大 き か っ た ま た0度 数 に っ

い て は 陰 性 症 状 群 の ほ う が そ の 度 数 が 大 き く(t=7.232

P<0.001)活 動 と 制 止 が 突 然 交 互 に 出 現 し て い る と
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